
　
 

 



心のふるさと、したまち発信

かつしか文学賞　2010年8月30日付  朝刊15段
葛飾区が同区を舞台にそこで暮らす人の心のふれあいを
題材とした作品を募集した「かつしか文学賞」。寅さん以
外にもさまざまな文学作品の舞台として有名な葛飾区は、
文学の香りが漂い、人情味あふれる土地柄で人 を々魅了
してきた。同賞は東京新聞が後援となり、葛飾区の魅力を
記事スタイルで伝えるタイアップ紙面や募集告知を掲載
するなど全面的にサポート。全部で169の応募があり、葛
飾区はじめての事業は、好スタートを切った。

都
内
で
開
催
さ
れ
る
コ
ン
サ
ー
ト
や
演
劇
、古
典
芸
能
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
発
信
し
て
計
50
回
目
を
迎
え
た

「
チ
ケ
ッ
ト
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
企
画
」。年
配
者
や
20
〜
30
代
の
女
性
か
ら
の
反
響
が
よ
く
、全
国
紙
や
フ
リ
ー

ペ
ー
パ
ー
な
ど
の
出
稿
を
や
め
、東
京
新
聞
の
み
に
切
り
替
え
た
広
告
主
も
い
る
ほ
ど
。記
念
と
な
る
当
紙
面
で

は
、末
廣
亭
の
席
亭
に「
寄
席
の
楽
し
み
方
」を
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。

都の企業　2009年9月25日付  朝刊30段

東京の革　2010年10月9日付  朝刊15段

東京には百年以上の歴史を持つ中小・零細企業が数多くあり、時代の変化に対応しながら生き残ってきた。例えば、したまち
地区の地場産業である皮革産業。「東京の革」では、その質の高さを職人への取材を通して紹介。東日本鞄工業組合が東
京都の助成を受け、国際的なファッションイベントに出展するタイミングに合わせて紙面化した。「都の企業」では、東京新聞
125周年に合わせて東京新聞フォーラム「都の企業・21世紀の夢づくり」を企画し、中小企業の在り方を議論した。

東京信用保証協会　
2010年9月7日付  朝刊15段

都内の中小企業の経営支援や多様な保証制度を提
供している「東京信用保証協会」。同協会がビジネス
マッチングの場として開催した「江戸・ＴＯＫＹＯ　技と
テクノの融合展２０１０」を前に、協会の事業内容とイ
ベント告知を記事スタイルで紹介した。イベント当日
は、増刷した紙面２，０００部を会場に置き、広く事業主
などの関係者に周知を図った。

東京都信用金庫協会会長インタビュー
2010年6月15日付  朝刊15段

６月１５日は信用金庫法が公布・施行されたことにちな
み、「信用金庫の日」として、各地の信用金庫でもさま
ざまな地域貢献活動が展開されている。東京新聞で
は２０１０年、同協会が実施する「優良企業表彰」に
「東京新聞賞」を提供。編集記事で連日表彰企業を
紹介したほか、同協会の石原会長へ東京本社代表
がインタビューをし、５段広告と合わせて掲載した。

立川市新庁舎完成　
2010年5月5日付  朝刊15段

２０１０年５月に新庁舎が完成した立川市役所。正式移
転が決定してから８年。その他の公的機関や行政機能が
集中する地区に、新しいシンボルが登場した。広告局で
は早々から立川市役所や施工会社などへ出向き、紙面
での完成披露を提案。新庁舎の竣工に花を添えた。立
川に専属広告会社の営業拠点を持つ東京新聞にしか
できないオンリーワンの企画紙面となった。

東京23区のんびり散歩　
2010年10月21日付  朝刊3段

東京23区は、880万人の人々が暮らし、1千万人を超える人々が
活動する首都東京の基礎自治体。東京新聞は2010年、公益財
団法人特別区協議会の事業をサポートするべく、各区の魅力とあ
わせて特別区の理解を促進する紙面を24回シリーズで掲載。魅力
あるエリア情報は東京新聞ＷＥＢでも継続して発信している。記事
でも23区情報を1面から地方版まで細かくカバーし、都内で生活す
る人や働く人にとって欠かすことのできない情報源となっている。

東
京
ア
ー
ト
ガ
イ
ド
企
画　

２
０
１
０
年
8
月
5
日
付  

朝
刊
各
5
段

事
業
局
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
だ
の
が
都
内
の
美
術
館
情
報
。編

集
面
の
首
都
圏
情
報「
ゆ
め
ぽ
っ
け
」で
毎
週
木
曜
日
に
掲
載
さ
れ

る
人
気
紙
面「
美
術
館
・
博
物
館
ガ
イ
ド
」の
記
事
直
下
に
５
館
の

美
術
館
を
連
合
で
掲
載
し
た
。記
事
情
報
と
広
告
情
報
が
融
合
し

た
紙
面
に
、各
館
よ
り
評
価
の
声
が
上
が
っ
た
。

あーととらいあんぐる　2010年4月30日付  夕刊10段
周辺を大きな美術館に囲まれ、知名度に悩んでいた港区の三
つの美術館。東京新聞がこの三館をつなぎ、共同で集客を図
る方法として展開しているのが「あーととらいあんぐる」。二回目
となった今回も、より多くの人に来てもらう仕掛けとしてスタンプ
ラリーを実施した。東京タワーにその台紙を置いてもらうなどの
工夫をし、参加者も前回から１割増となった。神奈川県の小学
校からは「授業で使用したいのでこの事業の資料がほしい」と
いう問合せがあるなど、各方面から反響を呼んでいる。

多摩モノレール全線開業10周年
2010年3月29日付  夕刊10段

２０００年の全線開業以来、１０周年を迎えた多摩モノレール。こ
の１０年の間、多摩地区では立川駅周辺の再開発や圏央道の
部分開通、ＪＲ中央線の高架化など、さまざまなトピックスに合わ
せて街や風景が変化を遂げてきた。そんな多摩地区の発展を支
えてきた多摩モノレールは、いまや住民の足としてなくてはならな
い存在。当企画では周年のＰＲを街の情報とともに掲載した。

文
京
区
シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル
10
周
年　
２
０
１
０
年
2
月
26
日
付  

朝
刊
15
段

２
０
１
０
年
に
開
館
10
周
年
を
迎
え
た
文
京
区
シ
ビ
ッ
ク
ホ
ー
ル
。ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
か
ら
古
典
芸
能
ま

で
さ
ま
ざ
ま
な
芸
術
の
発
信
の
場
と
な
っ
て
い
る
。10
周
年
の
Ｐ
Ｒ
で
は
文
京
区
長
へ
編
集
局
次
長
が
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
し
、同
ホ
ー
ル
の
イ
ベ
ン
ト
の
券
売
告
知
と
合
わ
せ
て
掲
載
。ま
た
、第
二
弾
と
し
て
同
ホ
ー

ル
の
名
誉
館
長
で
あ
る
中
村
勘
三
郎
さ
ん
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
実
施
。券
売
告
知
と
合
わ
せ
た
紙
面
は

注
目
度
も
高
く
、す
ぐ
に
完
売
と
な
る
な
ど
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
。

かっぱ橋道具まつり企画　
2010年10月4日付  夕刊10段

上野と浅草の中間地点に位置する「かっぱ橋道具街」
は、170以上の店舗が８００メートルにも連なる道具の専
門商店街。毎年そこで開催される祭りでは道具供養祭や
物産展など、さまざまなイベントが行われ、最終日は歩行者
天国になるほど。その来街者促進にと、東京新聞夕刊テ
レビ面のスペースを使い、読者へ迫力ある紙面でＰＲした。

したまち商店街　2010年7月23日付  朝刊3段

当企画はしたまちエリアの４つの区（台東、墨田、葛飾、江
戸川）の東京新聞販売店が推薦するお店として、したまち
版に掲載。掲載されたお店は地元のうなぎ屋からお弁当
屋、居酒屋まで地元をよく知る新聞販売店だからこそ紹介
できる名店ばかり。地域に根づいた新聞販売店との絆が、
地元の活性化に一役買っている。

旬で粋な台東区を楽しもう企画　
2010年3月19日付  夕刊10段

伝統・芸術などの豊かな文化のみならず、商業の中心地として栄
え、有数の商店街が数多く点在する台東区。面積は23区の中
で最も狭いものの、春から初夏にかけては大小さまざまな祭りが
開催され、多くの観光客で賑わう。「祭り」というキーワードを通
し、台東区の魅力を迫力ある紙面でＰＲした。

お
か
み
さ
ん
サ
ミ
ッ
ト
ｉｎ
浅
草　
２
０
１
０
年
6
月
29
日
付  

朝
刊
15
段

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
全
国
お
か
み
さ
ん
会
が
毎
年
各
地
で
開
催
す
る「
全
国
お
か
み
さ
ん
会
サ
ミ
ッ
ト
」。東
京
・
浅
草

で
開
催
さ
れ
た
２
０
１
０
年
、浅
草
お
か
み
さ
ん
会
理
事
長
の
冨
永
照
子
氏
を
は
じ
め
、さ
ま
ざ
ま
な
お
か
み
さ

ん
と
の
交
流
を
紹
介
し
な
が
ら
、賑
わ
い
の
あ
る
華
や
か
な
紙
面
を
掲
載
し
た
。浅
草
界
隈
の
老
舗
、名
店
な

ど
多
数
か
ら
協
賛
を
い
た
だ
き
、当
日
の
紙
面
が
飲
食
店
に
掲
示
さ
れ
る
な
ど
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
。

芸術からスポーツまで
多彩な東京新聞の事業
東京新聞事業局では、展覧会や舞台、スポーツ、シンポ
ジウムなどさまざまなイベントを開催しています。

2011年は5月1日から東京国立博物館で「特別展　写楽」が開催され
ます。10ヶ月間で140図余りの版画を残し突然姿を消したため、
「謎の絵師」といわれる写楽。本展では現存するほぼ全種類の作品
を世界中から集めた空前の規模の展覧会です。
また恒例の舞台事業でも、洋舞、邦舞の大会をはじめさまざまな
ジャンルに渡り年間を通じて実施します。スポーツでは、8月に神
宮球場を中心に学童野球の日本一を決定する「全日本学童軟式野球
大会」や3万6千人が2月の東京を駆け抜ける「東京マラソン」な
ど、各種大会を開催しています。

「東京の本」も東京新聞
東京を伝える東京新聞は、東京に関する書籍を多く
刊行。下町の人や暮らし、街が育む文化の息吹など、
風情豊かな東京を楽しんでいただけます。

大
人
の
遠
足
企
画　
２
０
１
０
年
9
月
20
日
付  

朝
刊
15
段

子
ど
も
の
頃
に
は
気
付
く
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
地
域
の
素
晴
ら
し
さ
を
再
発
見
し
て
ほ
し
い
。こ
の
趣
旨
の
も

と
、都
内
で
あ
り
な
が
ら
自
然
と
文
化
、風
情
を
残
す
多
摩
・
武
蔵
野
地
区
の
観
光
地
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
を

毎
年
秋
に
掲
載
し
て
い
る
。広
告
主
か
ら
は「
平
日
の
中
高
年
の
女
性
の
お
客
が
増
え
た
」、「
東
京
新
聞
の
読
者

は
雑
誌
な
ど
の
読
者
よ
り
お
土
産
を
購
入
し
て
く
れ
る
」な
ど
評
価
も
高
く
、東
京
の
地
元
紙
・
東
京
新
聞
に
し

か
で
き
な
い
細
か
な
情
報
提
供
が
、広
告
主
と
読
者
を
繋
い
で
い
る
。

　　  期　間 　　　　　　　件　名 　　　　会　場
4月9日～6月12日 駒井哲郎１９２０－１９７６ 町田市立国際版画美術館
5月1日～6月12日 特別展　写楽 東京国立博物館
6月14日～7月31日 生誕130年　没後90年　橋口五葉展 千葉市美術館
7月2日～8月21日 「うらめしや～、冥途のみやげ」展 東京芸術大学大学美術館
8月中旬 高円宮杯第31回全日本学童軟式野球大会 神宮球場など
8月27日、28日 第10回東京国際和太鼓コンテスト こどもの城・青山劇場
9月24日 第47回推薦名流舞踊大会 国立劇場
10月16日 第17回日本トライアスロン選手権東京港大会 台場～青海
10月22日、23日 第19回東京新聞名流祭 浅草公会堂
10月23日 2011グリーンリボンランニングフェスティバル 国立競技場
11月29日～12月4日 第33回東京書作展 サンシャインシティ文化会館

※2011年4月1日現在。社会情勢等によって変更する場合がございます。
※お問い合わせは、文化事業部☎０３－６９１０－２３４５、企画事業部☎０３－６９１０－２５０９（祝日を除く月～金曜日の午前１０時～午後６時）

東洲斎写楽《三代目大谷鬼次の江戸兵衛》
大判錦絵　寛政6年5月　
アメリカ・メトロポリタン美術館蔵
©The Metropolitan Museum of Art/Art Resource, NY

たくさんの人でにぎわった「没後120年　ゴッホ展」
（2010年10月1日～12月20日、国立新美術館）

※お問い合わせは、東京新聞出版部☎03－6910－2527
（祝日を除く月～金曜日の午前10時～午後6時）

「浅草の唄」　
1,500円（税込）

「新宿今昔ものがたり」　
1,400円（税込）

チ
ケ
ッ
ト
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
50
回
記
念　
２
０
１
０
年
１
月
21
日
付  

朝
刊
15
段

暮らしのインフラ、地域メッセージ

息づく文化・伝統、東京ならではの情報 

東京新聞では、広告も地域に根ざした企画展開を推進しています。
イベントと連携した立体的な広報から地場企業を応援する企画、暮ら
しのインフラ情報、お出かけ情報まで、読者を意識した訴求力の高
いＰＲ手法は、広告主から高い評価をいただいています。

東京新聞では、広告も地域に根ざした企画展開を推進しています。
イベントと連携した立体的な広報から地場企業を応援する企画、暮ら
しのインフラ情報、お出かけ情報まで、読者を意識した訴求力の高
いＰＲ手法は、広告主から高い評価をいただいています。

東京を支える地場企業を応援

おでかけスポットの宝庫、東京を味わいつくす ！

！

！！

！



　

五
年
前
、
愛
知
県
の
一
宮
か
ら
上
京
し
、

し
た
ま
ち
台
東
区
の
三
筋
で
い
ま
の
お
店
を

切
り
盛
り
す
る
安
藤
逸
朗
さ
ん
（
50
）。
四
〇

歳
の
時
に
一
念
発
起
、
転
身
先
に
選
ん
だ
の

が
中
日
新
聞
の
販
売
店
だ
っ
た
。
初
め
て
見

る
新
聞
宅
配
の
世
界
。
二
百
軒
か
ら
の
受
け

持
ち
先
に
、
手
際
良
く
実
に
正
確
に
届
け
て

回
る
配
達
員
た
ち
が
、
安
藤
さ
ん
の
眼
に
は

「
天
才
！
」
に
映
っ
た
。
そ
し
て
一
宮
で
五
年
、

販
売
店
修
行
で
培
っ
た
の
は
、「
し
ん
ぼ
う
強

く
。
一
歩
一
歩
」
の
想
い
。

　
「
新
聞
と
い
う
の
は
読
ん
で
も
ら
え
る
地
域

と
の
絆
づ
く
り
が
、
何
よ
り
大
切
で
す
よ
ね
。

東
京
の
お
店
が
三
年
目
に
入
っ
た
頃
か
ら
、

『
Ｅ
Ｎ
Ｊ
Ｏ
Ｙ
！
』
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
て
づ

く
り
新
聞
を
発
行
し
て
い
ま
す
」。
発
行
は
毎

月
第
三
水
曜
で
二
千
部
。
地
元
の
消
防
や
警

察
か
ら
住
民
に
一
番
伝
え
た
い
情
報
を
原
稿

で
も
ら
い
、
販
売
店
ス
タ
ッ
フ
が
カ
メ
ラ
片

手
に
地
域
を
丹
念
に
歩
き
、
祭
り
や
話
題
、

イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
を
集
め
て
は
発
信
す
る
。

通
算
三
〇
号
を
超
え
、
住
人
た
ち
に
名
前
も

知
ら
れ
、
楽
し
み
に
し
て
い
る
と
声
も
か
け

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
「
新
聞
を
お
届
け
す
る
私
た
ち
も
、
読
ん
で

く
だ
さ
る
方
々
も
代
が
変
わ
っ
て
い
く
の
は

当
た
り
前
で
す
が
、
新
聞
自
体
は
い
つ
ま
で

も
続
い
て
い
き
ま
す
。
だ
か
ら
私
た
ち
は
、

東
京
新
聞
そ
の
も
の
に
読
者
が
付
く
こ
と
を

目
標
に
し
て
い
ま
す
」

　

東
京
新
聞
を
気
に
入
っ
て
も
ら
う
た
め
、

安
藤
さ
ん
の
浅
草
橋
販
売
店
を
含
む
し
た
ま

ち
南
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
力
を
あ
わ
せ
、『
し
た
ま

ち
商
店
街
』
と
い
う
新
聞
広
告
づ
く
り
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
東
京
新
聞
の
〝
し
た
ま
ち

版
〞
紙
面
の
強
化
に
役
立
て
る
べ
く
、
各
販

売
店
で
近
隣
の
お
す
す
め
店
舗
を
一
店
ず
つ

集
め
、
ひ
と
つ
の
〝
商
店
街
〞
に
仕
立
て
、

東
京
新
聞
で
し
か

手
に
入
ら
な
い
、

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の

情
報
を
読
者
に
提

供
し
よ
う
と
い
う

試
み
。「
や
る
以
上

は
ね
、
お
店
の
人

に
喜
ん
で
も
ら
い

た
い
し
、
地
域
の

話
題
に
も
な
っ
て

ほ
し
い
か
ら
、
次

は
紹
介
す
る
お
店

の
折
込
チ
ラ
シ
を

私
た
ち
販
売
店
で

作
っ
て
、
広
告
と

セ
ッ
ト
に
し
た
ら
ど

う
だ
ろ
う
っ
て
話
し

合
っ
て
い
ま
す
」。

〇
）
年
、
浅
草
に
誕
生
し

た
凌
雲
閣（
通
称
十
二
階
）

に
始
ま
る
。
雲
上
に
突
き

出
る
塔
。
そ
れ
が
命
名
の

由
来
だ
。
高
さ
六
十
五

メ
ー
ト
ル
。
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
に
比
べ
る
と
、
わ
ず

か
十
分
の
一
で
は
あ
る
が

当
時
は
驚
異
の
高
層
塔

だ
っ
た
。
東
京
新
聞
の
前

身
、
都
新
聞
の
記
者
は
頂

上
か
ら
の
絶
景
に
感
嘆
し

て
こ
う
伝
え
て
い
る
。

　
「
市
中
す
べ
て
眼
下
に

あ
り
、
老
人
も
幼
子
も
男

も
女
も
、
家
も
牛
も
馬
も

す
べ
て
寸
人
豆
馬
の
観
あ

り
。
脚
下
の
観
音
堂
や
パ

ノ
ラ
マ
館
も
ま
る
で
盆
栽

の
山
。
彼
方
に
は
富
士
山

や
筑
波
山
も…

」

　

塔
内
で
は
連
日
、
音
楽

会
に
演
芸
、
美
人
芸
者
コ

　

人
間
は
古
よ
り
、
空
飛

ぶ
鳥
や
雲
上
の
高
峰
に
憧

れ
の
思
い
を
抱
い
て
き

た
。
地
上
と
は
別
世
界
の

「
超
天
空
」
に
、
本
能
的

に
夢
と
希
望
を
思
い
描
く

の
だ
ろ
う
。

　

い
ま
墨
田
区
に
建
設
中

の
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
は

ま
さ
に
、
そ
の
夢
を
象
徴

す
る
風
景
で
あ
る
。
開
業

予
定
は
二
〇
一
二
年
春
。

完
成
す
れ
ば
電
波
塔
と
し

て
は
世
界
最
高
の
六
百
三

十
四
メ
ー
ト
ル
に
な
る
。

天
空
に
そ
び
え
る
タ
ワ
ー

の
雄
姿
は
、
ツ
リ
ー
街
区

に
ど
ん
な
に
ぎ
わ
い
と
経

済
効
果
を
呼
び
込
み
、
ど

ん
な
街
に
変
え
て
い
く
こ

と
だ
ろ
う
か
。

　

東
京
の
「
天
空
物
語
」

は
明
治
二
十
三
（
一
八
九

　

メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
東
京
新
聞
さ

ん
と
地
域
金
融
機
関
で
あ
る
私
ど

も
に
は
、
一
見
何
の
関
係
も
な
さ

そ
う
で
す
。
両
者
を
結
び
つ
け
た

の
は
、「
地
域
密
着
」
と
い
う
キ
ー

ワ
ー
ド
で
し
た
。
東
京
新
聞
に
は

他
の
新
聞
で
は
読
む
こ
と
が
で
き

な
い
、
地
域
の
身
近
な
話
題
が
豊

富
で
す
。
一
方
、
私
ど
も
は
地
元

の
中
小
企
業
や
住
民
の
皆
さ
ん
に

役
立
つ
業
務
や
支
援
活
動
を
基
本

に
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
と
も

に
「
地
域
密
着
」
で
あ
る
こ
と
が

存
在
理
由
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

広
告
会
社
の
方
か
ら
ご
連
絡
が

あ
り
、
お
会
い
し
た
の
が
三
年
前
。

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
の
事

業
展
開
に
東
京
新
聞
を
活
用
し
て

は
、
と
い
う
お
話
で
し
た
。
先
行

し
て
い
る
事
例
を
も
と
に
説
明
を

受
け
ま
し
た
が
、
な
に
し
ろ
そ
れ

ま
で
新
聞
に
広
告
を
出
し
た
経
験

も
な
く
、
効
果
も
半
信
半
疑
で
し

た
。

　

読
者
特
性
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な

資
料
を
作
っ
て
熱
心
に
説
明
し
て

い
た
だ
き
、
実
際
に
イ
ベ
ン
ト
の

告
知
広
告
を
載
せ
て
み
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
す
る
と
川
崎
や
埼

玉
な
ど
思
わ
ぬ
地
域
の
読
者
の

方
々
、
さ
ら
に
他
の
金
融
機
関
や

県
外
の
信
用
金
庫
な
ど
、
実
に
幅

広
い
エ
リ
ア
か
ら
多
く
の
方
が
来

場
さ
れ
ま
し
た
。
想
像
以
上
の
で

き
ご
と
で
し
た
。

　

東
京
新
聞
さ
ん
と
は
事
業
の
進

め
方
に
つ
い
て
も
同
じ
目
線
で
話

し
合
え
ま
し
た
し
、
記
事
で
も
い

ろ
い
ろ
取
り
上
げ
て
い
た
だ
き
、

新
聞
を
と
て
も
近
い
存
在
に
感
じ

ま
し
た
。
お
か
げ
で
広
報
活
動
を

盛
り
込
ん
だ
報
告
書
づ
く
り
も
ス

ム
ー
ズ
に
で
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
も
う
一
つ
。
地
域
を
活

性
化
す
る
こ
と
は
、
私
た
ち
信
用

金
庫
の
最
大
の
目
標
で
す
。
そ
の

た
め
に
は
行
政
を
は
じ
め
大
学
や

民
間
の
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
と
の
連

動
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
東
京
新
聞

さ
ん
と
連
携
で
き
た
こ
と
で
イ
ベ

ン
ト
の
付
加
価
値
が
上
が
り
、
各

団
体
と
の
折
衝
も
し
や
す
く
な
っ

て
、
一
段
上
の
ス
テ
ー
ジ
に
踏
み

出
す
こ
と
が
で
き
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

や
は
り
新
聞
は
新
聞
な
ん
で
す
。

そ
の
力
は
す
ご
い
と
思
い
ま
す
。

情
報
を
発
信
し
て
い
く
媒
体
と
し

て
も
効
果
的
。
そ
う
し
た
こ
と
は
、

使
っ
て
み
る
ま
で
は
わ
か
ら
な

か
っ
た
こ
と
で
す
し
、今
で
は
「
使

わ
な
い
と
も
っ
た
い
な
い
」
と
も

思
っ
て
い
ま
す
。

　

二
年
前
に
都
内
版
が
三
つ
に
細

分
化
さ
れ
て
か
ら
、
東
京
新
聞
は

よ
り
身
近
に
な
り
ま
し
た
。
ビ
ジ

ネ
ス
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
も
、
一

読
者
と
し
て
も
東
京
新
聞
は
〝
手

が
届
く
〞
新
聞
と
い
え
ま
す
ね
。

ン
ク
ー
ル
な
ど
が
開
か

れ
、
三
日
間
で
一
万
二
千

人
が
訪
れ
た
、
と
あ
る
か

ら
大
混
雑
だ
っ
た
ろ
う
。

だ
が
凌
雲
閣
は
関
東
大
震

災
で
崩
壊
、
華
や
か
で
短

い
歴
史
を
閉
じ
る
。
八
十

八
年
も
前
の
こ
と
だ
。

　

日
本
は
戦
後
、
焦
土
の

中
か
ら
奇
跡
の
復
興
を
果

た
し
、
昭
和
三
十
年
代
に

は
高
度
成
長
を
遂
げ
て
い

く
。
そ
ん
な
躍
進
日
本
の

象
徴
が
東
京
タ
ワ
ー
で

あ
っ
た
。
完
成
は
昭
和
三

十
三
（
一
九
五
八
）
年
十

二
月
。
高
さ
三
百
三
十
三

メ
ー
ト
ル
。
ま
だ
日
本
は

貧
し
か
っ
た
が
、
人
々
は

タ
ワ
ー
の
雄
姿
に
夢
を
重

ね
、
必
死
に
働
い
て
高
度

成
長
の
花
を
咲
か
せ
て

い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

現
在
、
東
京
新
聞
は
ス

カ
イ
ツ
リ
ー
を
定
点
観
測

す
る
一
方
、
折
に
触
れ
て

伸
び
ゆ
く
雄
姿
を
追
い
続

け
て
い
る
。
明
治
の
凌
雲

閣
、
昭
和
の
東
京
タ
ワ
ー

と
同
じ
よ
う
に…

。
東
京

新
聞
は
い
つ
の
時
代
も
読

者
の
皆
さ
ん
に
夢
と
楽
し

み
と
、
そ
し
て
移
り
行
く

東
京
の
姿
を
伝
え
続
け
て

い
く
。
そ
れ
こ
そ
が
東
京

新
聞
の
姿
勢
で
あ
る
。

（
編
集
委
員
・
田
中
哲
男
）

人
は
変
わ
っ
て
も

新
聞
は
続
く
か
ら

東
京
新
聞
浅
草
橋
専
売
店

高さ 600ｍを越え、自立式の電波塔として世界一の高さに
なった東京スカイツリー（3月 1日、東京都墨田区で）

2010 年 7月 6日付  朝刊 5段

天空に夢を追って

東
京
を
伝
え
続
け
る
東
京
新
聞

東
京
を
伝
え
続
け
る
東
京
新
聞

建
設
途
中
の
東
京
タ
ワ
ー
（
昭
和
33
年
）

〝
手
が
届
く
〞新
聞

わ
が
東
京
新
聞

昭
和
信
用
金
庫

事
業
支
援
部
部
長

昭
和
信
用
金
庫

事
業
支
援
部
部
長

秋
山
祐
介

都新聞（本紙の前身）
に載った凌雲閣の開
業広告

関東大震災で上部が
崩壊した凌雲閣

2010 年 12 月 8日付  朝刊 3段

い
に
し
え

り
ょ
う
う
ん
か
く


